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平成 30 年 4 月 27 日 
各  位 

会 社 名  西 松 建 設 株 式 会 社 
代表者名  代表取締役社長  髙 瀨 伸 利 

（ コード 1820 東証第一部 ） 
問合せ先  執行役員社長室長 渋 井   修 

（ TEL  03 - 3502 - 7601 ） 
 

業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 30 年 2 月 7 日に公表した平成 30 年 3 月期の業績予想及び平成 29
年 5 月 18 日に公表した配当予想を下記のとおり修正しましたので、お知らせいたします。 

 
記 

 
１．業績予想の修正について 

平成 30 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日）         

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

285,000 
百万円 

20,500 
百万円 

21,000 
百万円 

15,000 
円 銭 

273.40 
今回修正予想（Ｂ） 284,400 22,700 23,500 16,900 308.26 

増減額（Ｂ－Ａ） △600 2,200 2,500 1,900  

増 減 率 （ ％ ） △0.2 10.7 11.9 12.7  
（ご参考）前期実績 
（平成 29 年 3 月期） 

315,228 25,259 25,446 19,210 348.16 

平成 30 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日）         

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

277,000 
百万円 

20,000 
百万円 

20,500 
百万円 

14,800 
円 銭 

269.75 
今回修正予想（Ｂ） 276,100 22,800 23,500 17,100 311.90 

増減額（Ｂ－Ａ） △900 2,800 3,000 2,300  

増 減 率 （ ％ ） △0.3 14.0 14.6 15.5  
（ご参考）前期実績 
（平成 29 年 3 月期） 

307,045 24,855 25,988 19,335 350.42 

（注）当社は、平成 29 年 10 月 1 日付で普通株式 5 株につき 1 株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、

前連結会計年度及び前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、1 株当たり当期純利益を算定してお

ります。 

 
修正の理由 

（個別業績予想） 
売上高につきましては、前回予想より若干の減少となる見込みです。利益につきましては、主に国

内の土木事業及び建築事業の完成工事総利益が増加したことなどにより、前回予想より営業利益が

2,800 百万円、経常利益が 3,000 百万円、当期純利益が 2,300 百万円それぞれ増加する見込みです。 

 （連結業績予想） 
主に個別業績予想の修正に伴い、連結業績予想を修正するものです。 
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２．配当予想の修正について 

 
年間配当金 

第 2 四半期末 期末 合計 

前 回 発 表 予 想 
（平成 29 年 5 月 18 日発表） 

円 銭 
― 

円 銭 
85.00 

円 銭 
85.00 

今 回 修 正 予 想 ― 95.00 95.00 

当 期 実 績 ―   

（ご参考）前期実績 
（平成 29 年 3 月期） ― 21.00 21.00 

（注）当社は、平成 29 年 10 月 1 日付で普通株式 5 株につき 1 株の割合で株式併合を実施しております。前回発表予

想及び今回修正予想の 1 株当たり期末配当金については、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載しておりま

す。株式併合の影響を考慮しない場合の今回修正予想の期末配当金は 19 円となります。 

 
 

修正の理由 

 当社は、永続的な発展に向けた経営基盤の強化のため、内部留保の充実を図りつつ、経営環境や業

績を総合的に勘案しながら、配当性向を当期純利益の 30％以上とし、安定的かつ継続的に利益還元し

ていくことを基本方針としております。 
 この方針のもと、平成 30 年 3 月期の期末配当予想につきましては、今回の業績予想の修正を踏ま

え、前回予想より 10 円増額の１株につき 95 円に修正いたします。 
なお、本件につきましては、平成 30 年 6 月下旬開催予定の第 81 期定時株主総会に付議する予定で

あります。 
 
 
  （注）上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績等は今後様々な要

因によって異なる結果となる可能性があります。 

 
以 上 


